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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

2.5 汚染水処理設備等 

2.5.2 基本仕様 

2.5.2.1 主要仕様 

2.5.2.1.1 汚染水処理設備，貯留設備（タンク等）及び関連設備（移送配管，移送ポンプ等） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（３／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（４／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（５／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（６／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（７／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（８／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（９／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１０／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１１／２５） 

 

（中略） 

 

2.5 汚染水処理設備等 

2.5.2 基本仕様 

2.5.2.1 主要仕様 

2.5.2.1.1 汚染水処理設備，貯留設備（タンク等）及び関連設備（移送配管，移送ポンプ等） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（３／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（４／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（５／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（６／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（７／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（８／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（９／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１０／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１１／２６） 

 

（中略） 
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１２／２５） 

名 称 仕 様 

ＳＰＴ建屋取り合いから 

ＳＰＴ（Ｂ）まで 

（ポリエチレン管） 

 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0MPa 
40℃ 

高温焼却炉建屋１階ハッチから 

高温焼却炉建屋１階取り合いまで 

（ポリエチレン管） 

 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0MPa 
40℃ 

高温焼却炉建屋 1階取り合いから 

第二セシウム吸着装置入口まで 

（鋼管） 

 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

100A／Sch.80 

STPG370,STPT370 

1.37MPa 
66℃ 

第二セシウム吸着装置入口から 

第二セシウム吸着装置出口まで 

（鋼管） 

 

呼び径 

／厚さ 

材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

50A,80A,100A,150A／ 

Sch.80 

STPG370,STPT370 

1.37MPa 
66℃ 

第二セシウム吸着装置入口から 

第二セシウム吸着装置出口まで 

（鋼管） 

 

 

 

呼び径／厚さ 
材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

50A，80A／Sch.40 
SUS316L 

1.37MPa 
66℃ 

第二セシウム吸着装置出口から 

ＳＰＴ（Ｂ）まで 

（鋼管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

150A／Sch.80 

STPG370,STPT370 

1.37MPa 
66℃ 

ＳＰＴ（Ｂ）から 

淡水化装置（ＲＯ）まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

50A相当，100A 相当 

ポリエチレン 

1.0MPa 
40℃ 

淡水化装置（ＲＯ）から 

ＲＯ処理水貯槽及び蒸発濃縮処理水貯
槽まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

50A相当，80A 相当， 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0MPa 

40℃ 

ＲＯ処理水貯槽及び蒸発濃縮処理水貯
槽から 

処理水バッファタンク及びＣＳＴまで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

75A相当，100A 相当 

ポリエチレン 

1.0MPa 

40℃ 

ＲＯ処理水供給ポンプ配管分岐部から 

ＲＯ処理水貯槽（Ｈ９）まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0MPa 

40℃ 
 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１２／２６） 

名 称 仕 様 

ＳＰＴ建屋取り合いから 

ＳＰＴ（Ｂ）まで 

（ポリエチレン管） 

 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0MPa 
40℃ 

高温焼却炉建屋１階ハッチから 

高温焼却炉建屋１階取り合いまで 

（ポリエチレン管） 

 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0MPa 
40℃ 

高温焼却炉建屋 1階取り合いから 

第二セシウム吸着装置入口まで 

（鋼管） 

 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

100A／Sch.80 

STPG370,STPT370 

1.37MPa 
66℃ 

第二セシウム吸着装置入口から 

第二セシウム吸着装置出口まで 

（鋼管） 

 

呼び径 

／厚さ 

材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

50A,80A,100A,150A／ 

Sch.80 

STPG370,STPT370 

1.37MPa 
66℃ 

第二セシウム吸着装置入口から 

第二セシウム吸着装置出口まで 

（鋼管） 

 

呼び径／厚さ 

材質 
 
 
 
最高使用圧力 
最高使用温度 

50A，80A／Sch.40 
SUS316L 

ASME SA312 S31603 
ASME SA790 S32205 

ASME SA790 S32750 

1.37MPa 
66℃ 

第二セシウム吸着装置入口から 

第二セシウム吸着装置出口まで 

（耐圧ホース) 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

50A相当 

合成ゴム（EPDM） 

1.37MPa 

66℃ 

第二セシウム吸着装置出口から 

ＳＰＴ（Ｂ）まで 

（鋼管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

150A／Sch.80 

STPG370,STPT370 

1.37MPa 

66℃ 
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１３／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１４／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１５／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１６／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１７／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１８／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１９／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２０／２５） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１３／２６） 

名 称 仕 様 

ＳＰＴ（Ｂ）から 

淡水化装置（ＲＯ）まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 
最高使用温度 

50A相当，100A 相当 

ポリエチレン 

1.0MPa 
40℃ 

淡水化装置（ＲＯ）から 

ＲＯ処理水貯槽及び蒸発濃縮処理水貯
槽まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

50A相当，80A 相当， 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0MPa 

40℃ 

ＲＯ処理水貯槽及び蒸発濃縮処理水貯

槽から 

処理水バッファタンク及びＣＳＴまで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

75A相当，100A 相当 

ポリエチレン 

1.0MPa 

40℃ 

ＲＯ処理水供給ポンプ配管分岐部から 

ＲＯ処理水貯槽（Ｈ９）まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0MPa 

40℃ 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１４／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１５／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１６／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１７／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１８／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（１９／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２０／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２１／２６） 
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記載の適正化 

 

 

記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２１／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２２／２５） 

名 称 仕 様 

第三セシウム吸着装置入口から第三セ

シウム吸着装置出口まで 

（鋼管） 

 

 

 

（ポリエチレン管） 

 

 

 

（耐圧ホース） 

呼び径／厚さ 

 

 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A/Sch40, 80A/Sch40, 

65A/Sch40, 50A/Sch40, 

40A/Sch40 

SUS316L 

1.37 MPa 

40 ℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.37 MPa 

40 ℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

65A相当 

合成ゴム(NBR) 

1.37 MPa 

40 ℃ 

第三セシウム吸着装置出口からＳＰＴ

（Ｂ）まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0 MPa 

40 ℃ 

プロセス主建屋１階西側分岐からプロ

セス主建屋切替弁スキッドまで 

（鋼管） 

 

（ポリエチレン管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A/Sch80 

STPG370 

1.37MPa 

66℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0 MPa 

40℃ 

 

 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２３／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２４／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２５／２５） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２２／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２３／２６） 

名 称 仕 様 

第三セシウム吸着装置入口から第三セ

シウム吸着装置出口まで 

（鋼管） 

 

 

 

 

 

（ポリエチレン管） 

 

 

 

（耐圧ホース） 

呼び径／厚さ 

 

 

材質 

 

 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A/Sch40, 80A/Sch40, 

65A/Sch40, 50A/Sch40, 

40A/Sch40 

SUS316L 

ASME SA790 S32205 

ASME SA790 S32750 

1.37 MPa 

40 ℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.37 MPa 

40 ℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

65A相当 

合成ゴム(NBR，EPDM) 

1.37 MPa 

40 ℃ 

第三セシウム吸着装置出口からＳＰＴ

（Ｂ）まで 

（ポリエチレン管） 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0 MPa 

40 ℃ 

プロセス主建屋１階西側分岐からプロ

セス主建屋切替弁スキッドまで 

（鋼管） 

 

（ポリエチレン管） 

呼び径／厚さ 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A/Sch80 

STPG370 

1.37MPa 

66℃ 

呼び径 

材質 

最高使用圧力 

最高使用温度 

100A相当 

ポリエチレン 

1.0 MPa 

40℃ 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２４／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２５／２６） 

 

（中略） 

 

表２．５－１ 汚染水処理設備等の主要配管仕様（２６／２６） 

 

 

 

記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

添付資料－３ 

 

汚染水処理設備等に関する構造強度及び耐震性等の評価結果 

 

（中略） 

 

表－１６ 使用済セシウム吸着塔一時保管施設耐震評価結果（３／３） 

機器名称 評価項目 水平震度 算出値 許容値 単位 

高性能多核種除去設備※1 

（吸着塔（ステンレス

製）2塔×2列及び架

台） 

転倒 
0.36 9.0×102 

1.7×103 kN･m 
0.60 1.4×103 

滑動 

（ボルトせん

断） 

0.36 <0 
77 kN 

0.60 8 

第三セシウム吸着装置 

（吸着塔 5塔×2 列 

及び架台） 

転倒 
0.36 2.0×103 

4.3×103 kN･m 
0.60 3.3×103 

滑動 

（ボルトせん

断） 

0.36 <0 
77 kN 

0.60 9 

浄化ユニット 

(吸着塔 6 塔及び架台) 

転倒 
0.36 1.6×10 

5.3×10 kN･m 
0.60 2.6×10 

滑動 
0.36 0.36 

0.40 － 
0.60 0.60 

※1第二セシウム吸着装置吸着塔，第三セシウム吸着装置吸着塔，多核種除去設備処理カラ 

ム，高性能多核種除去設備吸着塔，RO濃縮水処理設備吸着塔及びサブドレン他浄化装置吸 

着塔のうち，機器重量，重心高さが評価上最も厳しい高性能多核種除去設備吸着塔（ステ 

ンレス製）にて評価を実施 

 

（中略） 

 

 

添付資料－３ 

 

汚染水処理設備等に関する構造強度及び耐震性等の評価結果 

 

（中略） 

 

表－１６ 使用済セシウム吸着塔一時保管施設耐震評価結果（３／３） 

機器名称 評価項目 水平震度 算出値 許容値 単位 

高性能多核種除去設備※1 

（吸着塔（ステンレス

製）2塔×2列及び架

台） 

転倒 
0.36 9.0×102 

1.7×103 kN･m 
0.60 1.4×103 

滑動 

（ボルトせん

断） 

0.36 <0 
77 kN 

0.60 8 

第三セシウム吸着装置 

（吸着塔 5塔×2列 

及び架台） 

転倒 
0.36 2.0×103 

4.3×103 kN･m 
0.60 3.3×103 

滑動 

（ボルトせん

断） 

0.36 <0 
77 kN 

0.60 10 

浄化ユニット 

(吸着塔 6塔及び架台) 

転倒 
0.36 1.6×10 

5.3×10 kN･m 
0.60 2.6×10 

滑動 
0.36 0.36 

0.40 － 
0.60 0.60 

※1第二セシウム吸着装置吸着塔，第三セシウム吸着装置吸着塔，多核種除去設備処理カラ 

ム，高性能多核種除去設備吸着塔，RO濃縮水処理設備吸着塔及びサブドレン他浄化装置吸 

着塔のうち，機器重量，重心高さが評価上最も厳しい高性能多核種除去設備吸着塔（ステ 

ンレス製）にて評価を実施 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の追加による耐震

評価見直し 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

添付資料－１９ 

 

第二セシウム吸着装置における Cs及び Srの除去について 

 

1.はじめに 

止水扉等により耐水性を向上している高温焼却炉建屋に設置されている第二セシウム 

吸着装置に Cs及び Sr を除去する吸着塔（以下，「同時吸着塔」という）を装荷すること 

で，滞留水の移送・貯留時におけるリスクの低減を図る。 

  

2.基本設計 

 

（中略） 

 

2.2 装置概要 

同時吸着塔は，ステンレス製の容器（吸着材容器）に吸着材を充填し，周囲は鉛等 

で遮へいする構造とする。 

また，同時吸着塔には，吸着材容器が従来と同じ円筒形の構造（TYPE-A）のものと， 

中空円筒形の構造（TYPE-B1・B2）のものがある。TYPE-Aは，吸着材容器の外側の遮へ 

い容器（二重筒構造）の中に鉛球等を充填する遮へい構造，TYPE-B1は吸着材容器の外 

側を鉛板等で覆う遮へい構造，TYPE-B2 は吸着材容器の外側を鉛を鋳込んだ遮へいブロ 

ック等で覆う遮蔽構造とする。（図－１参照） 

    なお，TYPE-B1・B2 を総称する場合は，TYPE-Bと記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料－１９ 

 

第二セシウム吸着装置における Cs及び Srの除去について 

 

1.はじめに 

止水扉等により耐水性を向上している高温焼却炉建屋に設置されている第二セシウム 

吸着装置に Cs及び Srを除去する吸着塔（以下，「同時吸着塔」という）を装荷すること 

で，滞留水の移送・貯留時におけるリスクの低減を図る。 

  

2.基本設計 

 

（中略） 

 

2.2 装置概要 

同時吸着塔は，ステンレス製の容器（吸着材容器）に吸着材を充填し，周囲は鉛等 

で遮へいする構造とする。 

また，同時吸着塔には，吸着材容器が従来と同じ円筒形の構造（TYPE-A）のものと， 

中空円筒形の構造（TYPE-B1・B2・B3）のものがある。TYPE-Aは，吸着材容器の外側の 

遮へい容器（二重筒構造）の中に鉛球等を充填する遮へい構造，TYPE-B1は吸着材容器 

の外側を鉛板等で覆う遮へい構造，TYPE-B2・B3は吸着材容器の外側を，鉛を鋳込んだ 

遮へいブロック等で覆う遮蔽構造とする。（図－１参照） 

一部の同時吸着塔は，高性能多核種除去設備で発生した使用済 Cs/Sr 同時吸着塔（吸 

着材含む），サブドレン他浄化設備で発生した使用済 Cs/Sr 同時吸着材を再利用して使 

用する。 

    なお，TYPE-B1・B2・B3を総称する場合は，TYPE-Bと記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔 TYPE-B3 の記載追加及

び記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（中略） 

 

図－１（１／２） 同時吸着塔外形図及び概念図（TYPE-A） 

 

（中略） 

 

図－１（２／２） 同時吸着塔外形図及び概念図（TYPE-B） 

 

 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

（中略） 

 

図－１（１／３） 同時吸着塔外形図及び概念図（TYPE-A） 

 

（中略） 

 

図－１（２／３） 同時吸着塔外形図及び概念図（TYPE-B1・B2） 

 

 

 

 
 

図－１（３／３） 同時吸着塔外形図及び概念図（TYPE-B3） 

 

 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔 TYPE-B3の記載追加 

 
吸着材容器

遮へい体

冷却空気

TYPE-B3

遮
へ
い
体

遮
へ
い
体

吸
着
材

吸
着
材

遮へい

ブロック

冷却空気
吸着材

充填口
汚染水

処理済水

ベント
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（中略） 

 

 

 

3.構造強度及び耐震性 

3.1 基本方針 

3.1.1 同時吸着塔 構造強度評価の基本方針 

同時吸着塔は，「発電用原子力設備に関する技術基準を定める省令」において，廃 

棄物処理設備に相当するクラス 3機器に準ずるものと位置付けられる。クラス 3機 

器の適用規格は，「JSME S NC-1 発電用原子力設備規格 設計・建設規格」等（以下， 

「JSME規格」という。）で規定されるが，第二セシウム吸着装置は，国内外の製造メ 

ーカーが技術的妥当性を有する規格や製造実績等を参考に設計・製作しており，こ 

れまで順調に処理を継続している。 

従って，同時吸着塔は JSME 規格に限定するものではなく，American Society of 

 Mechanical Engineers（以下，「ASME規格」という。）BPVC Sec.Ⅷ，日本工業規格（JIS）， 

またはこれらと同等の技術的妥当性を有する規格での設計・製作・検査を行う。ま 

た，日本工業規格（JIS），国内外の民間規格に適合した工業用品を採用する。  

溶接（溶接施工法および溶接士）は JSME 規格，ASME 規格，日本工業規格（JIS）， 

および発電用火力設備に関する技術基準を定める省令にて認証された溶接，または 

同等の溶接とする。また，JSME 規格で規定される材料の日本工業規格（JIS）年度指 

定は，技術的妥当性の範囲において材料調達性の観点から考慮しない場合もある。 

 

 

(中略) 

 

（中略） 

 

 

3.構造強度及び耐震性 

3.1 基本方針 

3.1.1 同時吸着塔 構造強度評価の基本方針 

同時吸着塔は，「発電用原子力設備に関する技術基準を定める省令」において，廃 

棄物処理設備に相当するクラス 3機器に準ずるものと位置付けられる。クラス 3機 

器の適用規格は，「JSME S NC-1 発電用原子力設備規格 設計・建設規格」等（以下， 

「JSME規格」という。）で規定されるが，第二セシウム吸着装置は，国内外の製造メ 

ーカーが技術的妥当性を有する規格や製造実績等を参考に設計・製作しており，こ 

れまで順調に処理を継続している。 

従って，同時吸着塔は JSME 規格に限定するものではなく，American Society of 

 Mechanical Engineers（以下，「ASME規格」という。）BPVC Sec.Ⅷ，日本産業規格（JIS）， 

またはこれらと同等の技術的妥当性を有する規格での設計・製作・検査を行う。ま 

た，日本産業規格（JIS），国内外の民間規格に適合した工業用品を採用する。  

溶接（溶接施工法および溶接士）は JSME 規格，ASME 規格，日本産業規格（JIS）， 

および発電用火力設備に関する技術基準を定める省令にて認証された溶接，または 

同等の溶接とする。また，JSME 規格で規定される材料の日本産業規格（JIS）年度指 

定は，技術的妥当性の範囲において材料調達性の観点から考慮しない場合もある。 

 

 

(中略) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規格名称見直し 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

3.2 評価結果 

(1)構造強度評価（同時吸着塔） 

吸着材容器について，設計・建設規格に準拠し，板厚評価を実施した。評価の結 

果，内圧または外圧に耐えられることを確認した（表－１）。 

 

（中略） 

 

表－１ 同時吸着塔 構造強度結果 

機器名称 TYPE 評価部位 必要肉厚[mm] 実厚[mm] 

第二セシウム吸着装置 

同時吸着塔 

TYPE-A 板厚 9.6 12 

TYPE-B 板厚（外筒胴） 8.1 12.7 

TYPE-B 板厚（内筒胴） 7.3 12.7 

 

 

 

 

 

 

 

(2)構造強度評価（配管（鋼製）） 

設計・建設規格に基づき板厚評価を実施した。評価の結果，最高使用圧力に耐え 

られることを確認した（表－２）。 

 

（中略） 

 

表－２ 同時吸着塔 配管構造強度評価結果 

評価機器 口径 Sch. 材質 
最高使用 

圧力[MPa] 

最高使用 

温度[℃] 

必要肉厚

[mm] 
実厚[mm] 

配管① 50A 40 SUS316L 1.37 66 0.39 3.9 

配管② 80A 40 SUS316L 1.37 66 0.57 5.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

3.2評価結果 

(1)構造強度評価（同時吸着塔） 

吸着材容器について，設計・建設規格に準拠し，板厚評価を実施した。評価の結 

果，内圧または外圧に耐えられることを確認した（表－１）。 

 

（中略） 

 

表－１ 同時吸着塔 構造強度結果 

機器名称 TYPE 評価部位 必要肉厚[mm] 実厚[mm] 

第二セシウム吸着装置 

同時吸着塔 

TYPE-A 板厚 9.6 12 

TYPE-B1・B2 板厚（外筒胴） 8.1 12.7 

TYPE-B1・B2 板厚（内筒胴） 7.3 12.7 

第二セシウム吸着装置 

同時吸着塔(S32205) 

TYPE-B3 板厚(外筒胴) 5.0 12.7 

TYPE-B3 板厚(内筒胴) 7.2 12.7 

第二セシウム吸着装置 

同時吸着塔(S32750) 

TYPE-B3 板厚(外筒胴) 4.1 12.7 

TYPE-B3 板厚(内筒胴) 7.2 12.7 

 

 

 

(2)構造強度評価（配管（鋼製）） 

設計・建設規格に基づき板厚評価を実施した。評価の結果，最高使用圧力に耐え 

られることを確認した（表－２）。 

 

（中略） 

 

表－２ 同時吸着塔 配管構造強度評価結果 

評価機器 口径 Sch. 材質 
最高使用 

圧力[MPa] 

最高使用 

温度[℃] 
必要肉厚[mm] 実厚[mm] 

配管① 50A 40 SUS316L 1.37 66 0.39 3.9 

配管② 80A 40 SUS316L 1.37 66 0.57 5.5 

配管③ 50A 40 
ASME SA790 

S32205 
1.37 66 0.22 3.91 

配管④ 80A 40 
ASME SA790 

S32205 
1.37 66 0.33 5.49 

配管⑤ 50A 40 
ASME SA790 

S32750 
1.37 66 0.19 3.91 

配管⑥ 80A 40 
ASME SA790 

S32750 
1.37 66 0.27 5.49 

配管⑦ 50A 40 
ASME SA312 

S31603 
1.37 66 0.40 3.91 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔 TYPE-B3 の記載追加及

び記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔 TYPE-B3 付属配管の記

載追加 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

5.温度評価 

5.1 評価概要 

滞留水の処理に伴い使用済吸着塔が発生する。これらは，水抜き後に使用済セシウ 

ム吸着塔一時保管施設に一時的に貯蔵するが，高濃度の放射性物質を内包しているこ 

とから崩壊熱による温度上昇を評価し，同時吸着塔の機能への影響について確認を行 

う。TYPE-Bは，熱伝導率が小さく，吸着塔内の温度が高くなる TYPE-B1により評価す 

る。 

なお，同時吸着塔の温度評価では，保守的に，吸着材容器内部の温度上昇に伴い生 

じる，外気と吸着材容器内部の空気の置換を考慮しない。 

 

5.2 評価方法 

使用済セシウム吸着塔一時保管施設で保管する際の同時吸着塔内部の最高温度につ 

いて評価を行う。 

同時吸着塔は使用済セシウム吸着塔一時保管施設では図－３，４に示すように鉛遮 

へい体を含む容器として保管される。 

＜TYPE-A＞ 

遮へい容器上下には配管があり，内部空気温度が上昇して対流が発生することで外 

気が入口配管から流入し，吸着材容器側面で上昇流となり，出口配管から流出する。 

これにより吸着材容器外表面及び遮へい容器内表面は空気の自然通風で除熱される。 

また，遮へい容器外表面は空気の自然対流で除熱される。 

同時吸着塔の温度は，セシウム吸着（約 2.1×1015Bq/塔），ストロンチウム吸着（約 

1.2×1015Bq/塔）による発熱量，外気温度を 40℃と仮定し，STAR-CD Ver4.08 を用いて 

三次元解析により求めた。 

＜TYPE-B＞ 

遮へい容器の上下に開口部を設けてあり，遮へい容器下部の中心部はラビリンス構 

造となっている。内部の空気温度が上昇して対流が発生すると，外気は下部開口部か 

らラビリンス部を経て吸着材容器中空部で上昇流となり，遮へい容器上部の開口部か 

ら流出する。これにより，吸着材容器は空気の自然通風により除熱される。また，遮 

へい容器外表面は空気の自然対流で除熱される。 

吸着塔の温度は，セシウム吸着（約 3.8×1015Bq/塔），ストロンチウム吸着（約 2.2 

×1015Bq/塔）による発熱量，外気温度を 40℃と仮定し，STAR-CCM+Ver.7.06 を用いて 

三次元解析により求めた。 

 

 

 

 

 

 

5.3 評価結果 

 評価の結果，大気への放熱が定常になる際の同時吸着塔中心部温度は，TYPE-Aにお 

いて約 470℃，TYPE-Bにおいて約 340℃，鉛の最高温度は，TYPE-Bにおいて約 210℃と 

評価された。同時吸着塔内での発熱は吸着材の健全性（吸着材は 600℃程度まで安定） 

や鉛の遮へい性能に影響を与えるものではないことを確認した。TYPE-Aの評価結果を 

図－５，TYPE-Bの評価結果を図－６に示す。 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

5.温度評価 

5.1評価概要 

滞留水の処理に伴い使用済吸着塔が発生する。これらは，水抜き後に使用済セシウ 

ム吸着塔一時保管施設に一時的に貯蔵するが，高濃度の放射性物質を内包しているこ 

とから崩壊熱による温度上昇を評価し，同時吸着塔の機能への影響について確認を行 

う。 

なお，同時吸着塔の温度評価では，保守的に，吸着材容器内部の温度上昇に伴い生 

じる，外気と吸着材容器内部の空気の置換を考慮しない。 

 

 

5.2評価方法 

使用済セシウム吸着塔一時保管施設で保管する際の同時吸着塔内部の最高温度につ 

いて評価を行う。 

同時吸着塔は使用済セシウム吸着塔一時保管施設では図－３，４に示すように鉛遮 

へい体を含む容器として保管される。 

＜TYPE-A＞ 

遮へい容器上下には配管があり，内部空気温度が上昇して対流が発生することで外 

気が入口配管から流入し，吸着材容器側面で上昇流となり，出口配管から流出する。 

これにより吸着材容器外表面及び遮へい容器内表面は空気の自然通風で除熱される。 

また，遮へい容器外表面は空気の自然対流で除熱される。 

同時吸着塔の温度は，セシウム吸着（約 2.1×1015Bq/塔），ストロンチウム吸着（約 

1.2×1015Bq/塔）による発熱量，外気温度を 40℃と仮定し，STAR-CD Ver4.08 を用いて 

三次元解析により求めた。 

＜TYPE-B1・B2＞ 

TYPE-B1・B2は，熱伝導率が小さく，吸着塔内の温度が高くなる TYPE-B1により評価 

する。遮へい容器の上下に開口部を設けてあり，遮へい容器下部の中心部はラビリン 

ス構造となっている。内部の空気温度が上昇して対流が発生すると，外気は下部開口 

部からラビリンス部を経て吸着材容器中空部で上昇流となり，遮へい容器上部の開口 

部から流出する。これにより，吸着材容器は空気の自然通風により除熱される。また， 

遮へい容器外表面は空気の自然対流で除熱される。 

吸着塔の温度は，セシウム吸着（約 3.8×1015Bq/塔），ストロンチウム吸着（約 2.2 

×1015Bq/塔）による発熱量，外気温度を 40℃と仮定し，STAR-CCM+Ver.7.06 を用いて 

三次元解析により求めた。 

＜TYPE-B3＞ 

 TYPE-B3は，TYPE-B1・B2と同様の構造である。吸着塔の温度は，セシウム吸着（約 

3.8×1015Bq/塔），ストロンチウム吸着（約 2.5×1015Bq/塔）による発熱量，外気温度 

を 40℃と仮定し，STAR-CCM+Ver.12.04を用いて三次元解析により求めた。 

 

5.3評価結果 

 評価の結果，大気への放熱が定常になる際の同時吸着塔中心部温度は，TYPE-Aにお 

いて約 470℃，TYPE-B1・B2において約 340℃，TYPE-B3において約 320℃，鉛の最高温 

度は，TYPE-B1・B2において約 210℃，TYPE-B3において約 140℃と評価された。同時 

吸着塔内での発熱は吸着材の健全性（吸着材は 600℃程度まで安定）や鉛の遮へい性能 

に影響を与えるものではないことを確認した。TYPE-Aの評価結果を図－５，TYPE-B の 

評価結果を図－６に示す。 

 

 

 

（中略） 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔 TYPE-B3の記載追加 

 

 

 

 

 

吸着塔 TYPE-B3 の記載追加及

び記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

6.3 水素発生量 

水素は，吸着した核種の崩壊エネルギーが容器内に残留する水に吸収され発生する。 

水素発生速度 H(mol/s)は次式により求めた。 

 

 AEGH   

H：水素発生速度 

G：水が 100eVのエネルギーを吸収した際に発生する水素分子の個数，0.45 

E：水が吸収するエネルギー：（TYPE-A）約 1.69×1019（100eV/s） 

               （TYPE-B）約 5.14×1019（100eV/s） 

A：アボガドロ数（6.02×1023個/mol） 

 

 

6.4 評価結果 

評価の結果，吸着塔の自然換気が定常となる際の可燃性ガスの濃度は，TYPE-Aにお 

いて約 3.0%，TYPE-Bにおいて約 3.1%と評価された。 

 なお，吸着塔内部の温度上昇を考慮した場合（ΔT=15℃），吸着塔内部の可燃性ガス 

の濃度は，TYPE-Aにおいて約 1.5%，TYPE-Bにおいて約 1.7%と評価された。 

 

7.同時吸着塔の確認の方針について 

 

（中略） 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

6.3水素発生量 

水素は，吸着した核種の崩壊エネルギーが容器内に残留する水に吸収され発生する。 

水素発生速度 H(mol/s)は次式により求めた。 

 

 AEGH   

H：水素発生速度 

G：水が 100eV のエネルギーを吸収した際に発生する水素分子の個数，0.45 

E：水が吸収するエネルギー：（TYPE-A）     約 1.69×1019（100eV/s） 

             （TYPE-B1・B2）約 5.14×1019（100eV/s） 

               （TYPE-B3）    約 7.13×1019（100eV/s） 

A：アボガドロ数（6.02×1023個/mol） 

 

6.4評価結果 

評価の結果，吸着塔の自然換気が定常となる際の可燃性ガスの濃度は，TYPE-Aにお 

いて約 3.0%，TYPE-B1・B2において約 3.1%，TYPE-B3において約 3.6%と評価された。 

  なお，吸着塔内部の温度上昇を考慮した場合（ΔT=15℃），吸着塔内部の可燃性ガス 

の濃度は，TYPE-Aにおいて約 1.5%，TYPE-B1・B2において約 1.7%，TYPE-B3において 

約 2.5%と評価された。 

 

7.同時吸着塔の確認の方針について 

 

（中略） 

 

7.3主配管（鋼管）に関する事項 

 主配管（鋼管）に関する確認項目を表－７に示す。 

7.4主配管（耐圧ホース）に関する事項 

 主配管（耐圧ホース）に関する確認項目を表－８に示す。 

 

 

 

 

 

 

吸着塔 TYPE-B3 の記載追加及

び記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔 TYPE-B3 の記載追加及

び記載の適正化 

 

 

 

 

吸着塔 TYPE-B3 の記載追加及

び記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主配管確認事項の追加 

 

図－６ （左：TYPE-B1・B2，右：TYPE-B3）三次元解析に

よる同時吸着塔の温度分布 

最高温度 

約 340℃ 

最高温度 

約 320℃ 

鉛遮へい体 

316.53 

 

 

 

261.22 

 

 

 

 

205.92 

 

 

 

 

150.61 

 

 

 

 

95.31 

 

 

 

40.00 

温度(℃) 温度(℃) 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（中略） 

 

（現行記載なし） 

 

 

（中略） 

 

表－７ 確認事項（主配管（鋼管）） 

確認事項 確認項目 確認内容 判定 

構造強度 

・耐震性 

材料確認 
実施計画に記載した主な材料につ
いて記録を確認する。 

実施計画のとおりであること。 

寸法確認 
実施計画に記載した外径，厚さにつ
いて記録を確認する。 

実施計画のとおりであること。 

外観確認 
※１ 

各部の外観を確認する。 有意な欠陥がないこと。 

据付確認 
※1 

配管の据付状態について確認す
る。 

実施計画のとおり施工・据付さ
れていること。 

耐圧・ 

漏えい 

確認 
※1 ※2 

確認圧力で保持した後，確認圧力
に耐えていることを確認する。 
耐圧確認終了後，耐圧部分からの
漏えいの有無を確認する。 

圧力に耐え，かつ構造物の変形
等がないこと。 
また，耐圧部から漏えいがない
こと。 

※１ 現地では実施可能な範囲とし，必要に応じて記録を確認する。 

※２ 耐圧確認が困難な箇所については代替試験にて確認する。 

 

 

 

表－８ 確認事項（主配管（耐圧ホース）） 

確認事項 確認項目 確認内容 判定 

構造強度 

・耐震性 

材料確認 
実施計画に記載した主な材料につ
いて記録を確認する。 

実施計画のとおりであること。 

寸法確認 
実施計画に記載した外径について
記録を確認する。 

実施計画のとおりであること。 

外観確認 
※１ 

各部の外観を確認する。 有意な欠陥がないこと。 

据付確認 
※1 

配管の据付状態について確認す
る。 

実施計画のとおり施工・据付さ
れていること。 

耐圧・ 

漏えい 

確認 
※1  

確認圧力で保持した後，確認圧力
に耐えていることを確認する。 
耐圧確認終了後，耐圧部分からの
漏えいの有無を確認する。 

圧力に耐え，かつ構造物の変形
等がないこと。 
また，耐圧部から漏えいがない
こと。 

※１ 現地では実施可能な範囲とし，必要に応じて記録を確認する。 

 

 

 

 

 

主配管確認事項の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主配管確認事項の追加 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

別紙－１（１／２） 

 

同時吸着塔の主要仕様 

 

（中略） 

 

別紙－１（２／２） 

 

（中略） 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

 

 

別紙－１（１／３） 

 

同時吸着塔の主要仕様 

 

（中略） 

 

別紙－１（２／３） 

 

（中略） 

 

別紙－１（３／３） 

(3) TYPE-B3 

項 目 仕 様 

構 造 中空円筒形 

材 料 

胴板 
ASME SA240  S32205 

ASME SA240  S32750 

遮へい材 Pb 

付属配管(鋼管) 
ASME SA790  S32205 

ASME SA790  S32750 

寸 法 

外径(外筒胴) φ965.2mm 

内径(内筒胴) φ330.2mm 

胴板(厚さ) 12.7mm 

付属配管(鋼管) 

(呼び径/厚さ) 

50A／Sch.40 

80A／Sch.40 

 

（中略） 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

吸着塔 TYPE-B3の記載追加 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

添付資料－３０ 

 

第三セシウム吸着装置について 

 

1. 基本設計 

 

（中略） 

 

1.5 主要な機器 

第三セシウム吸着装置は 1系列構成とし，第三セシウム吸着装置ブースターポンプ， 

吸着塔及び配管等で構成する。 

滞留水移送装置により移送された 1号～4号機タービン建屋等，高温焼却炉建屋及びプ 

ロセス主建屋の滞留水は，第三セシウム吸着装置により放射性のセシウム，ストロンチ 

ウムを除去する。 

二次廃棄物となる使用済みの吸着材を収容した第三セシウム吸着装置吸着塔は，使用 

済セシウム吸着塔一時保管施設に一時的に貯蔵する。 

第三セシウム吸着装置の主要な機器は，免震重要棟集中監視室の監視・制御装置によ 

り遠隔操作及び運転状況の監視を行う。 

 

（中略） 

 

 

 

1.7 構造強度及び耐震性 

1.7.1 構造強度 

第三セシウム吸着装置は，「実用発電用原子炉及びその付属設備の技術基準に関する規 

則」において，廃棄物処理設備に相当するクラス 3機器に準ずるものと位置付けられる。    

第三セシウム吸着装置（震災当初に設置した既存設備を除く）については，「JSME S NC-1 

発電用原子力設備規格 設計・建設規格（JSME規格）」（以下，「JSME 規格」という。），日 

本工業規格（JIS規格等の国内外の民間規格に適合した工業用品の採用，日本工業規格 

（JIS），またはこれらと同等の技術的妥当性を有する規格での設計・製作・検査を行う。 

また，JSME規格で規定される材料の日本工業規格（JIS）年度指定は，技術的妥当性の 

範囲において材料調達性の観点から考慮しない場合もある。 

さらに，JSME 規格に記載のない非金属材料（耐圧ホース，ポリエチレン管等）につい 

ては，現場の作業環境等から採用を継続する必要があるが，これらの機器等については， 

日本工業規格（JIS）や日本水道協会規格（JWWA 規格），製品の試験データ等を用いて設 

計を行う。 

 

 

 

（中略） 

 

2. 基本仕様 

2.1 主要仕様 

 

（中略） 

 

 

 

添付資料－３０ 

 

第三セシウム吸着装置について 

 

1. 基本設計 

 

（中略） 

 

1.5 主要な機器 

第三セシウム吸着装置は 1系列構成とし，第三セシウム吸着装置ブースターポンプ， 

吸着塔及び配管等で構成する。 

滞留水移送装置により移送された 1号～4号機タービン建屋等，高温焼却炉建屋及びプ 

ロセス主建屋の滞留水は，第三セシウム吸着装置により放射性のセシウム，ストロンチ 

ウムを除去する。 

吸着塔はＡ型・Ｂ型の２種類があり，吸着塔Ｂ型では，高性能多核種除去設備で発生 

した使用済 Cs/Sr 同時吸着塔（吸着材含む），サブドレン他浄化設備で発生した使用済 

Cs/Sr 同時吸着材を再利用して使用できる。 

二次廃棄物となる使用済みの吸着材を収容した第三セシウム吸着装置吸着塔は，使用 

済セシウム吸着塔一時保管施設に一時的に貯蔵する。 

第三セシウム吸着装置の主要な機器は，免震重要棟集中監視室の監視・制御装置によ 

り遠隔操作及び運転状況の監視を行う。 

 

（中略） 

 

1.7 構造強度及び耐震性 

1.7.1 構造強度 

第三セシウム吸着装置は，「実用発電用原子炉及びその付属設備の技術基準に関する規 

則」において，廃棄物処理設備に相当するクラス 3機器に準ずるものと位置付けられる。    

第三セシウム吸着装置（震災当初に設置した既存設備を除く）については，「JSME S NC-1 

発電用原子力設備規格 設計・建設規格（JSME規格）」（以下，「JSME 規格」という。），American  

Society of Mechanical Engineers（以下，「ASME 規格」という。），日本産業規格（JIS 

規格等の国内外の民間規格に適合した工業用品の採用，日本産業規格（JIS），またはこ 

れらと同等の技術的妥当性を有する規格での設計・製作・検査を行う。 

また，JSME規格で規定される材料の日本産業規格（JIS）年度指定は，技術的妥当性の 

範囲において材料調達性の観点から考慮しない場合もある。 

さらに，JSME 規格に記載のない非金属材料（耐圧ホース，ポリエチレン管等）につい 

ては，現場の作業環境等から採用を継続する必要があるが，これらの機器等については， 

日本産業規格（JIS）や日本水道協会規格（JWWA 規格），製品の試験データ等を用いて設 

計を行う。 

 

（中略） 

 

2. 基本仕様 

2.1 主要仕様 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加及び記

載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASME 規格追加及び記載の適正

化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

(3) 吸着塔 

 

（中略） 

 

（現行記載無し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

別紙（１） 

 

第三セシウム吸着装置の構造強度に関する計算書 

 

1. 構造強度評価の方針 

第三セシウム吸着装置を構成する主要な機器及び主配管（鋼管）は，強度評価においては， 

「JSME S NC-1発電用原子力設備規格 設計・建設規格」（以下，「JSME規格」という。）のクラ 

ス 3 機器またはクラス 3 配管に準じた評価を行う。 

 

 

 

2. ろ過フィルタ・吸着塔 

2.1 評価方法 

(1) 胴の厚さの評価  

円筒形の胴に必要な厚さは次に掲げる値のうちいずれか大きい値とする。 

ａ．規格上必要な最小厚さ：ｔ1 

炭素鋼鋼板又は低合金鋼鋼板で作られたものの場合は 3mm，その他の材料で作られ 

たものの場合は 1.5mm とする。 

ｂ．内面に圧力を受ける胴の必要厚さ：ｔ2 

 

 

（中略） 

 

 

 

 

(3) 吸着塔Ａ型 

 

（中略） 

 

(4) 吸着塔Ｂ型 

名 称 仕 様 

種 類 ― 中空円筒形 

容 量 m3/h/個 25 

最高使用圧力 MPa 1.37 

最高使用温度 ℃ 66 

主
要
寸
法 

外胴内径 mm 939.8 

外胴板厚さ mm 12.7 

内胴内径 mm 330.2 

内胴板厚さ mm 12.7 

上部平板厚さ mm 76.2 

下部平板厚さ mm 76.2 

高 さ mm 3632 

材 

料 

外胴板 ― 

二相ステンレス（S32205） 

二相ステンレス（S32750） 

内胴板 ― 

上部平板 ― 

下部平板 ― 

遮へい材 ― Pb 

個 数 個 4 

 

（中略） 

別紙（１） 

 

第三セシウム吸着装置の構造強度に関する計算書 

 

1. 構造強度評価の方針 

第三セシウム吸着装置を構成する主要な機器及び主配管（鋼管）は，強度評価においては， 

「JSME S NC-1発電用原子力設備規格 設計・建設規格」（以下，「JSME規格」という。）のクラ 

ス 3機器またはクラス 3配管に準じた評価を行う。 

なお，吸着塔Ｂ型の許容応力値については，輸入品であるため，ASME規格「Boiler and Pressure 

 Vessels Code」Section Ⅱ； Material Specifications を準じて評価を行う。 

 

2. ろ過フィルタ・吸着塔 

2.1 評価方法 

(1) 胴の厚さの評価  

ａ．内面に圧力を受ける円筒形の胴の場合 

円筒形の胴に必要な厚さは次に掲げる値のうちいずれか大きい値とする。 

(ａ)規格上必要な最小厚さ：ｔ1 

炭素鋼鋼板又は低合金鋼鋼板で作られたものの場合は 3mm，その他の材料で作られ 

たものの場合は 1.5mm とする。 

(ｂ)内面に圧力を受ける胴の必要厚さ：ｔ2 

 

（中略） 

 

 

  

 

 

記載の適正化 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASME規格追加 

 

 

 

 

項目追加 

 

記載の適正化 

 

 

記載の適正化 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 鏡板の厚さの評価 

（現行記載なし）    

さら形鏡板に必要な厚さは，次に掲げる値のうちいずれか大きい値とする。 

ａ．フランジ部の計算上必要な厚さ：t1 

 

1.2Ｐ－2Ｓ・η

・ＤＰ
＝ ｉ

1
ｔ  

 

 

 

ｂ．鏡板の計算上必要な厚さ：ｔ2 

 

 

 

0.2Ｐ－2Ｓ・η

Ｗ・ＲＰ・
＝ｔ2  

 

 

 

ここで，Ｗは次の計算式により計算した値とする。 















ｒ

Ｒ
＋ 

1
＝Ｗ 3

4
 

 

 

 

 

 

 

ｂ．外面に圧力を受ける円筒形の胴の場合 

円筒形の胴に必要な厚さは次に掲げる値のうちいずれか大きい値とする。 

(ａ)規格上必要な最小厚さ：ｔ1 

炭素鋼鋼板又は低合金鋼鋼板で作られたものの場合は 3mm，その他の材料で作られ 

たものの場合は 1.5mm とする。 

 

(ｂ)外面に圧力を受ける胴の必要厚さ：ｔ2 

 

 

4B

3 oPD
t   

 

 

 

 

(2) 鏡板の厚さの評価 

 ａ．さら形鏡板 

さら形鏡板に必要な厚さは，次に掲げる値のうちいずれか大きい値とする。 

(ａ)フランジ部の計算上必要な厚さ：t1 

 

1.2Ｐ－2Ｓ・η

・ＤＰ
＝ ｉ

1
ｔ  

 

 

 

 

(ｂ)鏡板の計算上必要な厚さ：ｔ2 

 

 

 

0.2Ｐ－2Ｓ・η

Ｗ・ＲＰ・
＝ｔ2  

 

 

 

ここで，Ｗは次の計算式により計算した値とする。 















ｒ

Ｒ
＋ 

1
＝Ｗ 3

4
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

ｔ ： 胴の計算上必要な厚さ 

  Do ： 胴の外径 

  P ： 最高使用圧力 

B ： 設計・建設規格 付録材料図表 Part7  

図 1から図 20 までにより求めた値。 

 

ｔ1 ：フランジ部の計算上必要な厚さ（mm） 

Ｐ ：最高使用圧力（MPa） 

Ｄi ：胴の内径（mm） 

Ｓ ：許容引張応力（MPa） 

η ：継手効率（-） 

 

ｔ2 ：鏡板の計算上必要な厚さ（mm） 

Ｐ ：最高使用圧力（MPa） 

Ｒ ：鏡板の中央部における内面の半径（mm） 

Ｗ ：さら形鏡板の形状による係数（-） 

Ｓ ：許容引張応力（MPa） 

ｒ ：さら形鏡板のすみの丸みの内半径（mm） 

η ：継手効率（-） 

ｔ1 ：フランジ部の計算上必要な厚さ（mm） 

Ｐ ：最高使用圧力（MPa） 

Ｄi ：胴の内径（mm） 

Ｓ ：許容引張応力（MPa） 

η ：継手効率（-） 

 

Ｒ ：鏡板の中央部における内面の半径（mm） 

ｒ ：さら形鏡板のすみの丸みの内半径（mm） 

ｔ2 ：鏡板の計算上必要な厚さ（mm） 

Ｐ ：最高使用圧力（MPa） 

Ｒ ：鏡板の中央部における内面の半径（mm） 

Ｗ ：さら形鏡板の形状による係数（-） 

Ｓ ：許容引張応力（MPa） 

ｒ ：さら形鏡板のすみの丸みの内半径（mm） 

η ：継手効率（-） 

Ｒ ：鏡板の中央部における内面の半径（mm） 

ｒ ：さら形鏡板のすみの丸みの内半径（mm） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(中略) 

 

 

表－１ ろ過フィルタ・吸着塔の評価結果（板厚） 

機器名称 評価項目 必要肉厚[mm] 実厚[mm] 

第三セシウム吸着装置 

ろ過フィルタ・吸着塔 

胴板の厚さ 9.54 12.00 

上部鏡板の厚さ 8.68 14.00 

下部鏡板の厚さ 8.68 14.00 
 

 

ｂ．平板 

平板の厚さは，次に掲げる値のうちいずれかによるものとする。 

(ａ)平板に穴を設ける場合であって，穴の径が平板の径の２分の１以下であり，穴の補強計 

算をおこなうもの。 

 

 

 

 

 

 

(ｂ)平板に穴を設ける場合であって，穴の径が平板の径の２分の１以下であり，(ａ)項以外 

のもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

表－１ ろ過フィルタ・吸着塔の評価結果（板厚） 

機器名称 評価項目 必要肉厚[mm] 実厚[mm] 

第三セシウム吸着装置 

ろ過フィルタ・吸着塔Ａ型 

胴板の厚さ 9.54 12.00 

上部鏡板の厚さ 8.68 14.00 

下部鏡板の厚さ 8.68 14.00 

第三セシウム吸着装置 

吸着塔Ｂ型(S32205) 

胴板(外筒胴)の厚さ 5.0 12.7 

胴板(内筒胴)の厚さ 7.2 12.7 

上部平板の厚さ 65.35 76.2 

下部平板の厚さ 65.35 76.2 

第三セシウム吸着装置 

吸着塔Ｂ型(S32750) 

胴板(外筒胴)の厚さ 4.1 12.7 

胴板(内筒胴)の厚さ 7.2 12.7 

上部平板の厚さ 59.32 76.2 

下部平板の厚さ 59.32 76.2 
 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加 

 

ｔ：必要厚さ（mm） 

ｄ：平板の径（mm） 

Ｋ：取付方法による係数（-） 

Ｐ：最高使用圧力(MPa） 

Ｓ ：許容引張応力（MPa） 

ｔ：必要厚さ（mm） 

ｄ：平板の径（mm） 

Ｋ：取付方法による係数（-） 

Ｐ：最高使用圧力(MPa） 

Ｓ ：許容引張応力（MPa） 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

3. 主配管 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 主配管 

 

（中略）           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加 
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（中略） 

 

3.2 評価結果 

評価結果を表－３に示す。必要厚さ等を満足しており，十分な構造強度を有していると評価 

している。 

 

表－３ 主配管の評価結果（管厚） 

No. 口径 Sch 材料 
最高使用 

圧力(MPa) 

最高使用 

温度(℃) 

必要厚さ 

(mm) 

最小厚さ

(mm) 

配管① 100 40 SUS316L 1.37 40 0.71 5.25 

配管② 80 40 SUS316L 1.37 40 0.55 4.81 

配管③ 65 40 SUS316L 1.37 40 0.47 4.55 

配管④ 50 40 SUS316L 1.37 40 0.38 3.40 

配管⑤ 40 40 SUS316L 1.37 40 0.30 3.20 

配管⑥ 150 80 STPG370 1.0 40 3.80 9.62 

配管⑦ 100 80 STPG370 1.0 40 3.40 7.52 

配管⑧ 50 80 STPG370 1.0 40 2.40 4.81 

配管⑨ 100 80 STPG370 1.37 66 3.40 7.52 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

3.2 評価結果 

評価結果を表－３に示す。必要厚さ等を満足しており，十分な構造強度を有していると評価 

している。 

 

表－３ 主配管の評価結果（管厚） 

No. 口径 Sch 材料 
最高使用 

圧力(MPa) 

最高使用 

温度(℃) 

必要厚さ 

(mm) 

最小厚さ

(mm) 

配管① 100 40 SUS316L 1.37 40 0.71 5.25 

配管② 80 40 SUS316L 1.37 40 0.55 4.81 

配管③ 65 40 SUS316L 1.37 40 0.47 4.55 

配管④ 50 40 SUS316L 1.37 40 0.38 3.40 

配管⑤ 40 40 SUS316L 1.37 40 0.30 3.20 

配管⑥ 150 80 STPG370 1.0 40 3.80 9.62 

配管⑦ 100 80 STPG370 1.0 40 3.40 7.52 

配管⑧ 50 80 STPG370 1.0 40 2.40 4.81 

配管⑨ 100 80 STPG370 1.37 66 3.40 7.52 

配管⑩ 50 40 
ASME SA790 

S32205 
1.37 40 0.22 3.42 

配管⑪ 80 40 
ASME SA790 

S32205 
1.37 40 0.33 4.80 

配管⑫ 50 40 
ASME SA790 

S32750 
1.37 40 0.18 3.42 

配管⑬ 80 40 
ASME SA790 

S32750 
1.37 40 0.27 4.80 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型関連配管の記載追

加 
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

別紙（２） 

 

第三セシウム吸着装置の耐震性に関する計算書 

 

（中略） 

 

2. ろ過フィルタ・吸着塔の耐震性評価 

 ろ過フィルタ・吸着塔の評価は，「2.16.2 増設多核種除去設備 添付資料－３ 付録１スカー 

ト支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Ｂクラス）の耐震性についての計算書作成 

の基本方針」に基づいて評価を実施した。評価の結果，胴板，スカート及び取付ボルトの強度 

が確保されることを確認した（表－１，２）。 

 

 

（中略） 

 

 

図－１ ろ過フィルタ・吸着塔概要図 

 

 

 

（現行記載無し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

表－２ 吸着塔の耐震性評価結果（１／２） 

 

（中略） 

 

表－２ 吸着塔の耐震性評価結果（２／２） 

 

（中略） 

 

別紙（２） 

 

第三セシウム吸着装置の耐震性に関する計算書 

 

（中略） 

 

2. ろ過フィルタ・吸着塔の耐震性評価 

 ろ過フィルタ・吸着塔Ａ型の評価は，「2.16.2 増設多核種除去設備 添付資料－３ 付録１ス 

カート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Ｂクラス）の耐震性についての計算書 

作成の基本方針」に基づいて評価を実施した。吸着塔Ｂ型の評価は，付録１「吸着塔Ｂ型の耐 

震性についての計算書作成の基本方針」に基づいて評価を実施した。評価の結果，胴板，スカ 

ート及び取付ボルト，取付部の強度が確保されることを確認した（表－１，２，３）。 

 

 

（中略） 

 

図－１ ろ過フィルタ・吸着塔Ａ型概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 吸着塔Ｂ型概要図 

 

 

（中略） 

 

 

表－２ 吸着塔Ａ型の耐震性評価結果（１／２） 

 

（中略） 

 

表－２ 吸着塔Ａ型の耐震性評価結果（２／２） 

 

（中略 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加及び記

載の適正化 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付番の変更 

 

 

付番の変更 
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

3. ポンプの耐震性評価 

ポンプの評価は，「2.16.2 増設多核種除去設備 添付資料－３ 付録２横軸ポンプ及びスキ 

ッド（耐震設計上の重要度分類Ｂクラス）の耐震性についての計算書作成の基本方針」に基づい 

て評価を実施した。評価の結果，ポンプ取付ボルトの強度が確保されることを確認した（表－ 

３）。 

 

（中略） 

図－２ ポンプ概要図 

 

表－３ ポンプの耐震性評価結果（１／２） 

 

（中略） 

 

表－３ ポンプの耐震性評価結果（２／２） 

 

 

 

 

 

表－３ 吸着塔Ｂ型の耐震性評価結果 

単位：MPa 

部材 材料 水平震度 応 力 算出応力 許容値 

胴板 ASME SA240 S32205 0.36 一次一般膜 σo＝52 Ｓa＝393 

取付部 ASME SA36 相当 0.36 組 合 せ σb＝16 ｆt＝108 

胴板 ASME SA240 S32750 0.36 一次一般膜 σo＝52 Ｓa＝477 

取付部 ASME SA36 相当 0.36 組 合 せ σb＝16 ｆt＝108 

 

（中略） 

 

3. ポンプの耐震性評価 

ポンプの評価は，「2.16.2 増設多核種除去設備 添付資料－３ 付録２横軸ポンプ及びスキ 

ッド（耐震設計上の重要度分類Ｂクラス）の耐震性についての計算書作成の基本方針」に基づい 

て評価を実施した。評価の結果，ポンプ取付ボルトの強度が確保されることを確認した（表－ 

４）。 

 

（中略） 

図－３ ポンプ概要図 

 

表－４ ポンプの耐震性評価結果（１／２） 

 

（中略） 

 

表－４ ポンプの耐震性評価結果（２／２） 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

付番の変更 

 

付番の変更 

 

 

付番の変更 

 

 

付番の変更 
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

4. 主配管の耐震性評価 

 

（中略） 

 

図－３ 等分布荷重 ３点支持はりモデル 

 

次に、当該設備における配管（鋼管）について，各種条件を表－４に示す。 

 

表－４ 配管系における各種条件 

配管分類 主配管（鋼管） 

配管クラス クラス３相当 

耐震クラス B クラス相当 

最高使用圧力 [MPa] 1.37 1.0 1.37 

最高使用温度 [℃] 40 66 

配管材質 SUS316L STPG370 

配管口径 [A] 100 80 65 50 40 150 100 50 100 

Sch 40 80 

配管支持間隔※ [m] 3.3 2.9 2.7 2.4 2.2 3.8 3.2 2.5 3.2 

※評価は保守的に 4.0ｍとする 

 

 

（現行記載なし） 

 

 

4. 主配管の耐震性評価 

 

（中略） 

 

図－４ 等分布荷重 ３点支持はりモデル 

 

次に、当該設備における配管（鋼管）について，各種条件を表－５に示す。 

 

表－５ 配管系における各種条件（１／２） 

配管分類 主配管（鋼管） 

配管クラス クラス３相当 

耐震クラス B クラス相当 

最高使用圧力 [MPa] 1.37 1.0 1.37 

最高使用温度 [℃] 40 66 

配管材質 SUS316L STPG370 

配管口径 [A] 100 80 65 50 40 150 100 50 100 

Sch 40 80 

配管支持間隔※ [m] 3.3 2.9 2.7 2.4 2.2 3.8 3.2 2.5 3.2 

※評価は保守的に 4.0ｍとする 

 

表－５ 配管系における各種条件（２／２） 

配管分類 主配管（鋼管） 

配管クラス クラス３相当 

耐震クラス Bクラス相当 

最高使用圧力 [MPa] 1.37 

最高使用温度 [℃] 40 

配管材質 ASME SA790 S32205 ASME SA790 S32750 

配管口径 [A] 50 80 50 80 

Sch 40 

配管支持間隔※ [m] 2.3 2.9 2.3 2.9 

※評価は保守的に 4.0ｍとする 

 

 

 

 

 

付番の変更 

 

付番の変更 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型関連配管の記載追

加 
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（中略） 

 

ｃ．評価結果 

３点支持はりモデルで各応力計算をした結果を表－５に示す。 

表－５より，いずれの場合においても許容値に対して十分な裕度があることが確認できた。 

 

表－５ 応力評価結果 

No. 口径 Sch 材料 

最高使用圧

力 

内圧，自重，地震に 

よる発生応力 

供用状態 Csにおける 

一次応力許容値 

[MPa] S[MPa] [MPa] 

配管① 100 40 SUS316L 1.37 28 175 

配管② 80 40 SUS316L 1.37 30 175 

配管③ 65 40 SUS316L 1.37 32 175 

配管④ 50 40 SUS316L 1.37 37 175 

配管⑤ 40 40 SUS316L 1.37 42 175 

配管⑥ 150 80 STPG370 1.0 18 215 

配管⑦ 100 80 STPG370 1.0 20 215 

配管⑧ 50 80 STPG370 1.0 31 215 

配管⑨ 100 80 STPG370 1.37 23 189 

 

 

 

（中略） 

 

ｃ．評価結果 

３点支持はりモデルで各応力計算をした結果を表－６に示す。 

表－６より，いずれの場合においても許容値に対して十分な裕度があることが確認できた。 

 

表－６ 応力評価結果 

No. 口径 Sch 材料 

最高使用圧

力 

内圧，自重，地震に 

よる発生応力 

供用状態 Csにおける 

一次応力許容値 

[MPa] S[MPa] [MPa] 

配管① 100 40 SUS316L 1.37 28 175 

配管② 80 40 SUS316L 1.37 30 175 

配管③ 65 40 SUS316L 1.37 32 175 

配管④ 50 40 SUS316L 1.37 37 175 

配管⑤ 40 40 SUS316L 1.37 42 175 

配管⑥ 150 80 STPG370 1.0 18 215 

配管⑦ 100 80 STPG370 1.0 20 215 

配管⑧ 50 80 STPG370 1.0 31 215 

配管⑨ 100 80 STPG370 1.37 23 189 

配管⑩ 50 40 
ASME SA790 

 S32205 
1.37 40 448 

配管⑪ 80 40 
ASME SA790 

S32205 
1.37 29 448 

配管⑫ 50 40 
ASME SA790 

S32750 
1.37 40 552 

配管⑬ 80 40 
ASME SA790 

S32750 
1.37 29 552 

 

 

 

 

 

 

 

付番の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型関連配管の記載追

加 
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

5. 吸着塔の耐震性評価（使用済セシウム吸着塔一時保管施設） 

a. 転倒評価 

地震による転倒モーメントと自重による安定モーメントを算出し，それらを比較することに 

より転倒評価を実施した。評価の結果，地震による転倒モーメントは自重による安定モーメン 

トより小さいことから，転倒しないことを確認した（表－６）。 

 

（中略） 

 

b. 滑動評価 

吸着塔を格納する架台は，基礎ボルトにて固定していることから基礎ボルトに作用するせん 

断荷重と許容せん断荷重を比較することより滑動評価を実施した。基礎ボルトの許容せん断荷 

重は「日本建築学会：各種合成構造設計指針・同解説，鉄骨鉄筋コンクリート構造計算規準・ 

同解説」に基づき次式を用いた。評価の結果，基礎ボルトの破断による滑動が生じないことを 

確認した（表－６）。 

 

（中略） 

 

 

表－６ 使用済セシウム吸着塔一時保管施設 吸着塔耐震評価結果 

機器名称 評価項目 水平震度 算出値 許容値 単位 

第三セシウム 

吸着装置※ 

（吸着塔 5塔 

×2列及び架台） 

転倒 
0.36 2.0×103 

4.3×103 kN･m 
0.60 3.3×103 

滑動 

（ボルトせん断） 

0.36 <0 － 
kN 

0.60 9 77 

 

※：ろ過フィルタ・吸着塔のうち，機器重量，重心高さが評価上最も厳しい吸着塔にて 

評価を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（現行記載無し） 

 

5. 吸着塔の耐震性評価（使用済セシウム吸着塔一時保管施設） 

a. 転倒評価 

地震による転倒モーメントと自重による安定モーメントを算出し，それらを比較することに 

より転倒評価を実施した。評価の結果，地震による転倒モーメントは自重による安定モーメン 

トより小さいことから，転倒しないことを確認した（表－７，８）。 

 

（中略） 

 

b. 滑動評価 

吸着塔を格納する架台は，基礎ボルトにて固定していることから基礎ボルトに作用するせん 

断荷重と許容せん断荷重を比較することより滑動評価を実施した。基礎ボルトの許容せん断荷 

重は「日本建築学会：各種合成構造設計指針・同解説，鉄骨鉄筋コンクリート構造計算規準・ 

同解説」に基づき次式を用いた。評価の結果，基礎ボルトの破断による滑動が生じないことを 

確認した（表－７，８）。 

 

 

 

（中略） 

 

表－７ 使用済セシウム吸着塔一時保管施設 吸着塔Ａ型耐震評価結果 

機器名称 評価項目 水平震度 算出値 許容値 単位 

第三セシウム 

吸着装置※ 

（吸着塔 5塔 

×2列及び架台） 

転倒 
0.36 2.0×103 

4.3×103 kN･m 
0.60 3.3×103 

滑動 

（ボルトせん断） 

0.36 <0 － 
kN 

0.60 9 77 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※：ろ過フィルタ・吸着塔Ａ型のうち，機器重量，重心高さが評価上最も厳しい吸着塔 

Ａ型にて評価を実施 

 

表－８ 使用済セシウム吸着塔一時保管施設 吸着塔Ｂ型耐震評価結果 

機器名称 評価項目 水平震度 算出値 許容値 単位 

第三セシウム 

吸着装置 

（吸着塔 5塔 

×2列及び架台） 

転倒 
0.36 2.0×103 

4.3×103 kN･m 
0.60 3.3×103 

滑動 

（ボルトせん断） 

0.36 <0 － 
kN 

0.60 10 77 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 付録 

 付録１ 吸着塔Ｂ型の耐震性についての計算書作成の基本方針 

 

 

 

付番の変更 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加 
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（現行記載なし） 
付録１ 

 

付録１ 吸着塔Ｂ型の耐震性についての計算書作成の基本方針 

 

1 一般事項 

本基本方針は，吸着塔Ｂ型についての耐震性（耐震設計上の重要度分類Ｂクラス相当）の

計算方法を示す。 

1.1 適用基準 

本基本方針における計算方法は，原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1987 （日本電

気協会 電気技術基準調査委員会 昭和 62年 8月）に準拠する。 

1.2 計算条件 

(1) 容器及び内容物の質量は重心に集中するものとする。 

(2) 地震力は容器に対して水平方向から作用するものとする。 

(3) 容器本体は下部プレートに溶接されている。下部プレートに容器本体と、遮へい体が容

器本体とは独立して固定されている。 

(4) 固有周期モデルは、遮へい体を除いた容器本体が下部プレートに固定された梁と考え，

変形モードは曲げ及びせん断変形を考慮する。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    図1－1 概 要 図 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の耐震性計算の基

本方針追加記載のため「付録

１」を追加 
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

  

1.3 記号の説明  

 

記  号 記   号   の   説   明 単  位 

Ａ 胴の軸断面積 mm
2
 

Ａｅ 胴の有効せん断断面積 mm
2 

ＣＨ 水平方向設計震度 － 

Ｃｖ 鉛直方向設計震度 － 

Ｄｂｏ 容器固定部のベース外径（容器と下部プレート溶接部の内径） mm 

Ｄｃｏ 容器と下部プレート溶接部の外径 mm 

Ｄｉo 外胴の内径 mm 

Ｄｉi 内胴の内径 mm 

Ｅ 外胴及び内胴の縦弾性係数 MPa 

Ｆ 設計・建設規格 SSB-3121.1又はSSB-3131に定める値 MPa 

Ｆ* 設計・建設規格 SSB-3121.3又はSSB-3133に定める値 MPa 

ƒｔ 下部プレートとの溶接部の許容引張応力 MPa 

Ｇ 胴のせん断弾性係数 MPa 

g 重力加速度（＝9.80665） m/s
2
 

Ｉ 胴の断面二次モーメント mm
4
 

ＫＨ 水平方向ばね定数 N/m 

ＫＶ 鉛直方向ばね定数 N/m 

ｇ 下部プレートから容器重心までの距離 mm 

Ｍｓ 容器に作用する転倒モーメント N･mm 

ｍ０ 容器の運転時質量 kg 

ｍｅ 容器の空質量 kg 

Ｓ 設計・建設規格 付録材料図表 Part5 表5に定める値。又は，ASME 

BPVC Section Ⅱ Part D Table 1Aによる。 

MPa 

Ｓａ 胴の許容応力 MPa 

Ｓｕ 設計・建設規格 付録材料図表 Part5 表9に定める値。又は，ASME 

BPVC Section Ⅱ Part D Table Uによる。 

MPa 

Ｓｙ 設計・建設規格 付録材料図表 Part5 表8に定める値。又は，ASME 

BPVC Section Ⅱ Part D Table Y-1による。 

MPa 

ｓ 下部プレート溶接部の縦弾性係数比 － 

ＴＨ 水平方向固有周期 s 

ＴＶ 鉛直方向固有周期 s 

ｔo 外胴の厚さ mm 

ｔi 内胴の厚さ mm 

ｔ1 下部プレート溶接部ののど厚 mm 

π 円周率 － 

Ｐｒ 内圧（最高使用圧力） MPa 
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

  

 

記  号 記   号   の   説   明 単  位 

σ０ 胴の一次一般膜応力の最大値 MPa 

σ０ｃ 胴の組合せ圧縮応力 MPa 

σ０ｔ 胴の組合せ引張応力 MPa 

σ２ 地震動のみによる胴の一次応力と二次応力の和の変動値の最大値 MPa 

σ２φ 地震動のみによる胴の周方向一次応力と二次応力の和 MPa 

σ２ｃ 地震動のみによる胴の一次応力と二次応力の和の変動値 

（圧縮側） 

MPa 

σ２ｔ 地震動のみによる胴の一次応力と二次応力の和の変動値 

（引張側） 

MPa 

σ２ｘｃ 地震動のみによる胴の軸方向一次応力と二次応力の和（圧縮側） MPa 

σ２ｘｔ 地震動のみによる胴の軸方向一次応力と二次応力の和（引張側） MPa 

σｂ 容器底部の組合せ応力 MPa 

σｂ1 運転時質量により容器底部に生じる圧縮応力 MPa 

σｂ2 水平方向地震により容器底部に生じる引張応力 MPa 

σｂ3 鉛直方向地震により容器底部に生じる圧縮応力 MPa 

σｘ１,σφ１ 内圧により胴に生じる軸方向及び周方向応力 MPa 

σｘ２ 胴の空質量による軸方向圧縮応力 MPa 

σｘ３ 胴の鉛直方向地震による軸方向応力 MPa 

σｘ４ 胴の水平方向地震による軸方向応力 MPa 

σｘｃ 胴の軸方向応力の和（圧縮側） MPa 

σｘｔ 胴の軸方向応力の和（引張側） MPa 

σφ 胴の周方向応力の和 MPa 

σφ２ 静水頭に鉛直方向地震が加わり胴に生じる周方向応力 MPa 

τ 地震により胴に生じるせん断応力 MPa 

τｂ 地震により容器底部に生じるせん断応力 MPa 

注：「設計・建設規格」とは，発電用原子力設備規格（設計・建設規格 ＪＳＭＥ Ｓ  

ＮＣ１－2005（2007年追補版含む。））（日本機械学会 2007年9月）（以下「設計・ 

建設規格」という。）をいう。 
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

  

2 計算方法 

2.1 固有周期の計算方法 

(1) 計算モデル 

本容器は，1.2項より図2－1に示すような下端固定の1質点系振動モデルとして考え 

る。 

 

ｇ

ＣＨ・ｍ０・g 

(1＋ＣＶ)･ｍ０･g 

 

図2－1 固有周期の計算モデル 

 

(2) 水平方向固有周期 

曲げ及びせん断変形によるばね定数ＫＨは次式で求める。 

 

 ······································ （2.1.1）

 

ここで，胴の断面性能は次のように求める。 

 
  ·························································· （2.1.2） 

 
 （2.1.3）

 

したがって，固有周期ＴＨは次式で求める。 

 
·············································· （2.1.4） 

 

(3) 鉛直方向固有周期 

軸方向変形によるばね定数ＫＶは次式で求める。 
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

  

 

 ·················································· （2.1.5）

 

ここで，胴の断面性能は次のように求める。 

  ··········· （2.1.6） 

 

したがって，固有周期Ｔｖは次式で求める。 

 
 ············································· （2.1.7） 

 

2.2 応力の計算方法 

応力計算において，静的地震力を用いる場合は，絶対値和を用い，動的地震力を用い 

る場合は，ＳＲＳＳ法を用いることができる。 

2.2.1 外胴の応力 

(1) 内圧による応力 

 
 ···························· （2.2.1.1）

 

    ··········································    (2.2.1.2） 

  ··························· （2.2.1.3） 

(2) 運転時質量及び鉛直方向地震による応力 

胴がベースプレートと接合する点には，胴自身の質量による圧縮応力と鉛直方向 

地震による軸方向応力が生じる。 

 

 ······························ （2.2.1.4）
 

 

 ······························ （2.2.1.5）
 

(3) 水平方向地震による応力 

水平方向の地震力により胴はベースプレート接合部で最大となる曲げモーメント 

を受ける。この曲げモーメントによる軸方向応力と地震力によるせん断応力は次の 

ように求める。 

 
 ···························· （2.2.1.6）

 

 
 ································ （2.2.1.7）
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

  

(4) 組合せ応力 

(1)～(3)によって求めた胴の応力は以下のように組み合わせる。 

a. 一次一般膜応力 

(a) 組合せ引張応力 

  ································· （2.2.1.8） 

  

 ·································· （2.2.1.9） 

 

ここで， 

【絶対値和】 

  ············ （2.2.1.10） 

【ＳＲＳＳ法】 

   ······· （2.2.1.11） 

 

(b) 組合せ圧縮応力 

σｘｃが正の値（圧縮側）のとき，次の組合せ圧縮応力を求める。 

  ···························· （2.2.1.12） 

 

 ························· （2.2.1.13） 

ここで， 

【絶対値和】 

  ········· （2.2.1.14） 

【ＳＲＳＳ法】 

 ········· （2.2.1.15） 

したがって，胴の組合せ一次一般膜応力の最大値は，絶対値和，ＳＲＳＳ法 

それぞれに対して， 

σ０＝Max｛組合せ引張応力（σ０ｔ），組合せ圧縮応力（σ０ｃ）｝ 

 ························· （2.2.1.16） 

とする。 

一次応力は一次一般膜応力と同じになるので省略する。 

 

 

２１ φφφ σσσ ＋＝

 2 2 
０ τσσσσσ 4・ ＋ )－( ＋＋ ・ 

2

1
＝ ｘｔφｘｔφｔ

４３２１ ｘｘｘｘｘｔ σσσσσ ＋＋－＝

2
４

2
３２１ ｘｘｘｘｔｘ σσσσσ ＋＋－＝

２１ φφφ σσσ －＝－

 2 2 
０ τσσσσσ 4・ ＋ )－( ＋＋ ・ 

2

1
＝ ｘｃφｘｃφｃ

４３２１ ｘｘｘｘｘｃ σσσσσ ＋＋＋＝－

2
４

2
３２１ ｘｘｘｘｘｃ σσσσσ ＋＋＋＝－
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

  

2.2.2 下部プレートとの溶接部の応力 

(1) 運転時質量及び鉛直方向地震による応力 

容器底部に生じる運転時質量及び鉛直方向地震による圧縮応力は次式で求める。 

   ·························  (2.2.2.1) 

  ··························  (2.2.2.2) 

(2) 水平方向地震による応力 

水平方向の地震力により容器底部に作用する曲げモーメントにより生じる軸方向 

応力及び水平方向地震力によるせん断応力は次のように求める。 

   ·······  (2.2.2.3) 

   ·······················  (2.2.2.4) 

ここで，容器に作用する転倒モーメントＭｓは， 

Ｍｓ＝ＣＨ・ｍ０・g・g   ·····························  (2.2.2.5) 

 

(3) 組合せ応力 

組合せ応力は次式で求める。 

【絶対値和】 

    ···············  (2.2.2.6) 

【ＳＲＳＳ法】 

    ············  (2.2.2.7) 

 

 

11ｂ

ｂ

)}・ｔ＋ｔ{π・(Ｄ

・ｍ
＝σ

０

０

１

g

11ｂ

ｖ
ｂ

)}・ｔ＋ｔ{π・(Ｄ

・Ｃ・ｍ
＝σ

０

０

３

g









)＋ｔ ・(Ｄ 
4

π
 ・ｔ・ )＋ｔ(Ｄ

Ｍ
＝σ

1ｂ11ｂ ００

２

ｓ
ｂ

11ｂ

Ｈ
ｂ

)}・ｔ＋ｔ{π・(Ｄ

・・ｍ2・Ｃ
＝τ

０

０ g

2  2 
３２１ ｂｂｂｂ 3・τ ＋)＋σ＋σ(σ ＝σb

2 2 2 
３

 2 
２１ bｂｂｂｂ 3・τ ＋)＋σσ＋(σ ＝σ
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＊
 

 

 

 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

  

3 評価方法 

3.1 固有周期の評価 

2.1 項で求めた固有周期から，水平方向及び鉛直方向の設計震度を求める。 

 

3.2 応力の評価 

3.2.1 胴の応力評価 

2.2.1項で求めた組合せ応力が胴の最高使用温度における許容応力Ｓａ以下であること。 

 

 

応力の種類 

許 容 応 力 Ｓａ 

耐震クラスの重要度分類Ｂクラスの場

合，弾性設計用地震動Ｓｄ又は静的震度

による荷重との組合せの場合 

基準地震動Ｓｓによる荷重

の組合せの場合 

一次一般膜応力 

設計降伏点Ｓｙと設計引張強さＳｕの 

0.6 倍のいずれか小さい方の値。ただし，

オーステナイト系ステンレス鋼及び高ニ

ッケル合金にあっては許容引張応力Ｓの 

1.2 倍の方が大きい場合は，この大きい

方の値とする。 

設計引張強さＳｕの 0.6 倍 

一次応力の評価は算出応力が一次一般膜応力と同じ値であるので省略する。 

 

3.2.2 下部プレートとの溶接部の応力評価 

2.2.2項で求めた溶接部の引張応力σｂは次式より求めた許容引張応力ƒｔ以下であるこ 

と。 

ただし，ƒｔは下表による。 

 

 耐震クラスの重要度分類Ｂクラスの場

合，弾性設計用地震動Ｓｄ又は静的震

度による荷重との組合せの場合 

基準地震動Ｓｓによる荷重との

組合せの場合 

許容引張応力 

ƒｔ   

   なお，Fは溶接部であるため，η＝0.45倍とする。 

 

 

Ｆ
・1.5

1.5

*
Ｆ

・1.5
1.5
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

 

別紙（４） 

 

第三セシウム吸着装置の具体的な安全確保策 

 

第三セシウム吸着装置の漏えい発生防止対策，放射線遮へい対策，崩壊熱除去，可燃性ガス 

滞留防止，環境条件対策等について具体的な安全確保策を以下の通り定め，実施する。 

 

1. 放射性物質の漏えい防止等に対する考慮 

(1)漏えい発生防止 

ａ．第三セシウム吸着装置吸着塔の機器については，腐食による漏えい発生を防止するため 

に，耐腐食性を有するＳＵＳ３１６Ｌ材の使用を基本とし，移送配管はＳＵＳ３１６Ｌ 

材または耐腐食性を有するポリエチレン管を使用する。 

 

 

（中略） 

 

5. 環境条件対策 

(1)腐食 

耐腐食性を有するステンレス材，ポリエチレン管等を使用する。 

 

(2)熱による劣化 

吸着塔中心温度が高くなる吸着塔において，容器外周部の最大温度は約 120℃であり，金属 

材料に有意な特性変化は生じない。 

 

（中略） 

 

 

 

別紙（４） 

 

第三セシウム吸着装置の具体的な安全確保策 

 

第三セシウム吸着装置の漏えい発生防止対策，放射線遮へい対策，崩壊熱除去，可燃性ガス 

滞留防止，環境条件対策等について具体的な安全確保策を以下の通り定め，実施する。 

 

1. 放射性物質の漏えい防止等に対する考慮 

(1)漏えい発生防止 

ａ．第三セシウム吸着装置吸着塔の機器については，腐食による漏えい発生を防止するため 

に，耐腐食性を有するＳＵＳ３１６Ｌ材，二相ステンレス材の使用を基本とし，移送配 

管はＳＵＳ３１６Ｌ材，二相ステンレス材または耐腐食性を有するポリエチレン管を使 

用する。 

 

（中略） 

 

5. 環境条件対策 

(1)腐食 

耐腐食性を有するステンレス材，ポリエチレン管等を使用する。 

 

(2)熱による劣化 

吸着塔中心温度が高くなる吸着塔において，最大温度はＡ型にて約 120℃（容器外周部），Ｂ 

型にて約 210℃（容器内周部）であり，金属材料に有意な特性変化は生じない。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加 
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

 

別添－１ 

 

第三セシウム吸着装置 温度評価 

 

1. 評価概要 

滞留水の処理に伴い使用済吸着塔が発生する。これらは，水抜き後に使用済セシウム吸着塔 

一時保管施設に一時的に貯蔵するが，高濃度の放射性物質を内包していることから崩壊熱によ 

る温度上昇を評価し，同時吸着塔の機能への影響について確認を行う。 

 

2. 評価方法 

(現行記載なし) 

使用済セシウム吸着塔一時保管施設で保管する際の吸着塔内部の最高温度について評価を行 

う。吸着塔は使用済セシウム吸着塔一時保管施設では図－１に示すように鉛遮へい体を含む容 

器として保管される。 

遮へい容器上下には空気出入口があり，内部空気温度が上昇して浮力が発生することで外気 

が入口から流入し，吸着塔側面で上昇流となり，出口から流出する。これにより吸着塔外表面 

及び遮へい容器内表面は空気の自然通風で除熱される。また，遮へい容器外表面は空気の自然 

対流で除熱される。 

吸着塔の温度は，セシウム吸着（約 2.1×1015Bq/塔），ストロンチウム吸着（約 1.05×1015Bq/ 

塔）による発熱量，外気温度を 40℃と仮定し，STAR-CD Ver4.08を用いて三次元解析により求 

めた。 

(現行記載なし) 

 

 

 

別添－１ 

 

第三セシウム吸着装置 温度評価 

 

1. 評価概要 

滞留水の処理に伴い使用済吸着塔が発生する。これらは，水抜き後に使用済セシウム吸着塔 

一時保管施設に一時的に貯蔵するが，高濃度の放射性物質を内包していることから崩壊熱によ 

る温度上昇を評価し，同時吸着塔の機能への影響について確認を行う。 

 

2. 評価方法 

＜吸着塔Ａ型＞ 

使用済セシウム吸着塔一時保管施設で保管する際の吸着塔内部の最高温度について評価を行 

う。吸着塔は使用済セシウム吸着塔一時保管施設では図－１に示すように鉛遮へい体を含む容 

器として保管される。 

遮へい容器上下には空気出入口があり，内部空気温度が上昇して浮力が発生することで外気 

が入口から流入し，吸着塔側面で上昇流となり，出口から流出する。これにより吸着塔外表面 

及び遮へい容器内表面は空気の自然通風で除熱される。また，遮へい容器外表面は空気の自然 

対流で除熱される。 

吸着塔の温度は，セシウム吸着（約 2.1×1015Bq/塔），ストロンチウム吸着（約 1.05×1015Bq/ 

塔）による発熱量，外気温度を 40℃と仮定し，STAR-CD Ver4.08を用いて三次元解析により求 

めた。 

＜吸着塔Ｂ型＞ 

使用済セシウム吸着塔一時保管施設で保管する際の吸着塔内部の最高温度について評価を行 

う。吸着塔は使用済セシウム吸着塔一時保管施設では図－３に示すように鉛遮へい体を含む容 

器として保管される。 

遮へい容器の上下に開口部を設けてあり，遮へい容器下部の中心部はラビリンス構造となっ 

ている。内部の空気温度が上昇して対流が発生すると，外気は下部開口部からラビリンス部を 

経て吸着材容器中空部で上昇流となり，遮へい容器上部の開口部から流出する。これにより， 

吸着材容器は空気の自然通風により除熱される。また，遮へい容器外表面は空気の自然対流で 

除熱される。 

吸着塔の温度は，セシウム吸着（約 3.8×1015Bq/塔），ストロンチウム吸着（約 2.5×1015Bq/ 

塔）による発熱量，外気温度を 40℃と仮定し，STAR-CCM+Ver.12.04 を用いて三次元解析によ 

り求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ａ型の記載追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加 

 

34



福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.5 汚染水処理設備等） 

35 

 

 

 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

3. 評価結果 

評価の結果，大気への放熱が定常になる際の吸着塔中心部温度は約 510℃，鉛の最高温度は 

約 70℃と評価された。吸着塔内での発熱は吸着材の健全性（吸着材は約 1,000℃程度まで安定） 

や鉛の遮へい性能に影響を与えるものではないことを確認した。評価結果を図－２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 吸着塔解析モデル（概念図）       図 2 吸着塔の温度分布 

 

 

 

3. 評価結果 

評価の結果，大気への放熱が定常になる際の吸着塔中心部温度はＡ型において約 510℃，Ｂ型 

において約 320℃，鉛の最高温度はＡ型において約 70℃，Ｂ型において約 140℃と評価された。 

吸着塔内での発熱は吸着材の健全性（吸着材はＡ型において約 1,000℃，Ｂ型において約 600℃ 

程度まで安定）や鉛の遮へい性能に影響を与えるものではないことを確認した。吸着塔Ａ型の 

評価結果を図－２に，吸着塔Ｂ型の評価結果を図－４に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 吸着塔Ａ型解析モデル（概念図）        図 2 吸着塔Ａ型の温度分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 吸着塔Ｂ型解析モデル（概念図）        図 4 吸着塔Ｂ型の温度分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加及び記

載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加及び記

載の適正化 

 

最高温度 

約 320℃ 

鉛遮へい体 

316.53 

 

 

261.22 

 

 

 

205.92 

 

 

 

150.61 

 

 

 

95.31 

 

 
40.00 

温度(℃) 
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

 

別添－２ 

 

第三セシウム吸着装置 水素評価 

 

（中略） 

 

3. 水素発生量 

水素は，吸着した核種の崩壊エネルギーが容器内に残留する水に吸収され発生する。水素発 

生速度 H(mol/s)は次式により求めた。 

 

AEGH   
H：水素発生速度 

G：水が 100eV のエネルギーを吸収した際に発生する水素分子の個数，0.45 

E：水が吸収するエネルギー：約 1.35×1015（MeV/s） 

A：アボガドロ数（6.02×1023個/mol） 

 

4. 評価結果 

評価の結果，吸着塔の自然換気が定常となる際の可燃性ガスの濃度は約 2.6%と評価され 

た。なお，吸着塔内部の温度上昇を考慮した場合（ΔT=15℃），吸着塔内部の可燃性ガスの濃 

度は約 1.3%と評価された。 

 

（中略） 

 

 

 

別添－２ 

 

第三セシウム吸着装置 水素評価 

 

（中略） 

 

3. 水素発生量 

水素は，吸着した核種の崩壊エネルギーが容器内に残留する水に吸収され発生する。水素発 

生速度 H(mol/s)は次式により求めた。 

 

AEGH   
H：水素発生速度 

G：水が 100eV のエネルギーを吸収した際に発生する水素分子の個数，0.45 

E：水が吸収するエネルギー：（Ａ型）約 1.35×1015（MeV/s） 

（Ｂ型）約 7.13×1015（MeV/s） 

A：アボガドロ数（6.02×1023個/mol） 

 

4. 評価結果 

評価の結果，吸着塔の自然換気が定常となる際の可燃性ガスの濃度はＡ型において約 2.6%， 

Ｂ型において約 3.6％と評価された。なお，吸着塔内部の温度上昇を考慮した場合（Δ 

T=15℃），吸着塔内部の可燃性ガスの濃度はＡ型において約 1.3%，Ｂ型において約 2.5％と 

評価された。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加及び記

載の適正化 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加及び記

載の適正化 
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 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

別紙（５） 

 

第三セシウム吸着装置に係る確認事項 

 

第三セシウム吸着装置の構造強度・耐震性及び機能・性能等に関する確認事項を表－１ 

～１０に示す。 

 

（中略） 

 

表－１ 確認事項(ろ過フィルタ，吸着塔) 

（中略） 

 

 

 

 

（現行記載無し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

表－１０ 確認事項（ろ過フィルタ，吸着塔，鋼管の溶接検査） 

 

 

（中略） 

 

別紙（５） 

 

第三セシウム吸着装置に係る確認事項 

 

第三セシウム吸着装置の構造強度・耐震性及び機能・性能等に関する確認事項を表－１～ 

１２に示す。 

 

（中略） 

 

表－１ 確認事項(ろ過フィルタ，吸着塔Ａ型) 

 

（中略） 

 

 

 

 

表－１０ 確認事項(吸着塔Ｂ型) 

確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 

構造強度・耐

震性 

材料確認 
実施計画に記載した主な材料

について記録を確認する。 

実施計画のとおりであ

ること。 

寸法確認 
実施計画に記載した主要寸法

について記録を確認する。 

寸法が許容範囲内であ

ること。 

外観確認 
各部の外観を確認する。※１ 有意な欠陥がないこ

と。 

据付確認 

機器の据付位置，据付状態に

ついて確認する。※１ 

実施計画のとおり施

工・据付されているこ

と。 

耐圧・漏えい確認 

確認圧力で保持した後，確認

圧力に耐えていることについ

て記録を確認する。 

耐圧確認終了後，漏えいの有

無も確認する。 

確認圧力に耐え，かつ

構造物の変形等がない

こと。 

また，耐圧部から著し

い漏えいがないこと。 

※１：現地では実施可能な範囲とし，必要に応じて記録を確認する。 

 

 

（中略） 

 

 

表－１１ 確認事項（ろ過フィルタ，吸着塔Ａ型，鋼管の溶接検査） 

 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

表題の変更 

 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表番号，表題の変更 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.5 汚染水処理設備等） 

38 

 

 

 変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

 

（現行記載無し） 

 

 

 

表－１２ 確認事項（海外製品溶接検査（吸着塔Ｂ型，取合配管）） 

確認事項 確認項目 

実施計画 

記載事項 

※1 

確認内容 判定基準 

溶接検査 

材料検査 ①吸着塔 

②取合配管 

溶接に使用する材料が，

ASME Sec. Ⅷ 等に適合 

するものであり，溶接施

工法の母材の区分に適合

することを記録で確認す

る。 

溶接に使用する材料

が，ASME Sec.Ⅷ等に 

適合するものであり，

溶接施工法の母材の区

分に適合するものであ 

ること。 

開先検査 ①吸着塔 

②取合配管 

開先形状等が ASME Sec. 

Ⅷ 等に適合するもので

あることを記録で確認す

る。 

開 先 形 状 等 が ASME 

Sec.Ⅷ等に適合するも

のであること。 

溶接作業検査 ①吸着塔 

②取合配管 

ASME Sec.Ⅸ等に定められ

た溶接施工法により溶接

されていること及び溶接

士の資格を有しているも

のにより溶接が行われて

いることを記録で確認す

る。 

ASME Sec.Ⅸ等で定め

られた溶接施工法およ

び溶接士により溶接施

工をしていること。 

非破壊検査 ①吸着塔 

②取合配管 

溶接部について非破壊検

査（目視検査）を行い，そ

の結果が ASME B31.1 に

適合するものであること

を記録で確認する。 

溶接部について非破壊

検査（目視検査）を行

い，その結果が ASME 

B31.1 に適合するもの

であること。 

耐圧・ 

漏えい検査 

①吸着塔 

②取合配管 

検査圧力で保持した後，

検査圧力に耐えているこ

と及び耐圧部分から漏え

いがないことを確認す

る。 

検査圧力で保持した

後，検査圧力に耐えて

いること及び耐圧部分

から漏えいがないこ

と。 

外観検査 ①吸着塔 

②取合配管 

各部の外観を確認する。

※２ 

外観上，傷・へこみ・変

形等の異常がないこ

と。 

※１：「表－１２ 確認事項（海外製品溶接検査）」の確認範囲は，「東京電力株式会社福島 

第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則」の第 

26 条第 4 号に規定する範囲とする。なお，適用する規格で使用が認められている材 

料の溶接部に関わる確認は，適用する規格の条件に適合していることについて行う。 

※２：現地では実施可能な範囲とし，必要に応じて記録を確認する。 

 

 

 

吸着塔Ｂ型の記載追加 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（Ⅱ.2.16.3 高性能多核種除去設備） 

1 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料－７ 

 

高性能多核種除去設備の具体的な安全確保策 

 

（中略） 

 

5. その他 

 

（中略） 

 

(3)使用済吸着塔の貯蔵 

使用済吸着塔は，淡水置換し，エアブローにより水切りした後，使用済セシウム吸着塔一時保管施設（第

一施設，第四施設）に貯蔵する。 

 使用済吸着塔の発生量は，年間 14基程度（多核種除去設備，増設多核種除去設備の運転に応じて 2ヶ月程

度の処理運転を想定）と想定される。また，運用上可能な範囲において処理量を増加（最大で 1.6倍程度）

して運転した場合，使用済吸着塔の発生量は，通常の発生量に加えて 1ヶ月で 7基程度と想定される。 

使用済吸着塔の貯蔵による敷地境界への直接線・スカイシャイン線による寄与は，使用済セシウム吸着塔

一時保管施設（第一施設，第四施設）に貯蔵される他の廃棄物と同程度であり，使用済セシウム吸着塔一時

保管施設（第一施設，第四施設）の敷地境界線量の評価結果に包絡される。 

 

（以下，省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料－７ 

 

高性能多核種除去設備の具体的な安全確保策 

 

（中略） 

 

5. その他 

 

（中略） 

 

(3)使用済吸着塔の貯蔵 

使用済吸着塔は，淡水置換し，エアブローにより水切りした後，使用済セシウム吸着塔一時保管施設（第一

施設，第四施設）に貯蔵する。 

 使用済吸着塔の発生量は，年間 14 基程度（多核種除去設備，増設多核種除去設備の運転に応じて 2 ヶ月程

度の処理運転を想定）と想定される。また，運用上可能な範囲において処理量を増加（最大で 1.6倍程度）し

て運転した場合，使用済吸着塔の発生量は，通常の発生量に加えて 1ヶ月で 7基程度と想定される。 

なお，一部の使用済 Cs/Sr同時吸着塔は，第二セシウム吸着装置，第三セシウム吸着装置にて再利用する。 

使用済吸着塔の貯蔵による敷地境界への直接線・スカイシャイン線による寄与は，使用済セシウム吸着塔一

時保管施設（第一施設，第四施設）に貯蔵される他の廃棄物と同程度であり，使用済セシウム吸着塔一時保管

施設（第一施設，第四施設）の敷地境界線量の評価結果に包絡される。 

 

（以下，省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔再利用に関

する記載の追記 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（Ⅱ.2.35 サブドレン他水処理施設） 

1 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料-11 

 

サブドレン他水処理施設の具体的な安全確保策 

 

（中略） 

 

５．その他 

 

（中略） 

 

（７）使用済吸着塔の貯蔵 

使用済吸着塔は，淡水置換し，エアブローにより水切りした後，使用済セシウム吸着塔保管施設（Ⅱ

2.5.2.1.2 参照）のコンクリート製ボックスカルバート内，または架台に格納して保管する。なお，水切

りにより発生した水は，処理装置供給タンクに移送する。 

使用済吸着塔の発生量は，最大でも年間 20 基程度，ボックスカルバートの使用数では最大でも年間 10

基程度と想定される。 

使用済吸着塔の貯蔵による敷地境界への直接線・スカイシャイン線による寄与は，使用済セシウム吸着

塔一時保管施設に貯蔵される他の廃棄物と同程度であり，同施設の敷地境界線量の評価結果に包絡され

る。 

 

 

（以下，省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料-11 

 

サブドレン他水処理施設の具体的な安全確保策 

 

（中略） 

 

５．その他 

 

（中略） 

 

（７）使用済吸着塔の貯蔵 

使用済吸着塔は，淡水置換し，エアブローにより水切りした後，使用済セシウム吸着塔保管施設（Ⅱ

2.5.2.1.2参照）のコンクリート製ボックスカルバート内，または架台に格納して保管する。なお，水切り

により発生した水は，処理装置供給タンクに移送する。 

使用済吸着塔の発生量は，最大でも年間 20 基程度，ボックスカルバートの使用数では最大でも年間 10

基程度と想定される。 

なお，一部の使用済 Cs/Sr同時吸着塔は，吸着材を取り出して第二セシウム吸着装置，第三セシウム吸着

装置にて再利用する。吸着材を取り出した吸着塔は，健全性を確認した上でサブドレン他浄化設備にて再利

用する。 

使用済吸着塔の貯蔵による敷地境界への直接線・スカイシャイン線による寄与は，使用済セシウム吸着塔

一時保管施設に貯蔵される他の廃棄物と同程度であり，同施設の敷地境界線量の評価結果に包絡される。 

 

（以下，省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸着塔再利用に関

する記載の追記 
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